
小学１年生の朝の会のフリートークにおける子どもの育ちと教師の役割

～幼小接続の視点もふまえて～

中島 寿子＊１・志賀 直美＊２・大森 洋子＊３・髙田 和宜＊３・福田 香織＊４

First graders’ development and teacher’s role in “free-talk” activities in morning meetings :
from view of smooth connecting from kindergarten to elementary school

NAKASHIMA Hisako＊１, SHIGA Naomi＊２, OHMORI Yoko＊３, TAKATA Kazuyoshi＊３, FUKUDA Kaori＊４

（Received August 3, 2020）

キーワード：小学１年生、朝の会、フリートーク、幼小接続

はじめに

附属山口小学校では、朝の会で「話題に沿って子どもたちが自分の考えを述べ合う話し合い活動」である

フリートークを行なっている。この活動には「仲間の考えを共感したり、仲間のよさを感じたりすることが

できる子ども」を育てたいという願いがある１）。附属幼稚園の帰りの集まりでも、子どもたちがその日楽

しかったことや紹介したいことを話し、聞き合う時間を設けている２）３）。そのため、附属幼稚園から附属

山口小学校へ入学した子どもは、幼稚園での経験をフリートークでもいかしていると考えられる。

2018年度は、附属幼稚園での保育経験がある志賀教諭が附属山口小学校に赴任し、１年生の担任となった

ため、学部附属共同プロジェクトとしてこのクラスのフリートークを幼小接続の視点もふまえて検討した４）。

2019年度も志賀教諭が１年生の担任となったため、引き続きプロジェクトに取り組んだ。メンバーは、前

年度のメンバーである志賀教諭、幼児教育教室中島、附属幼稚園で長年の保育経験がある副園長大森教諭、

５歳児担任高田教諭に、公立小学校との人事交流で附属幼稚園に勤務する５歳児担任福田教諭も加わった。

小学校での実践経験のある幼稚園５歳児担任教諭がプロジェクトに加わることは、幼小接続のあり方につい

て検討する上でも意義があると考えたためである。

１．本プロジェクトの目的

附属幼稚園の保育経験がある教師が担任する附属山口小学校１年生の朝の会について、次の点を検討する。

○ フリートークの中で、小学１年生の子どもたちはどのように育つのか。年度による違いがあるのか。

○� 教師は子どもたちの実態をどのように理解し、何を願い、どのような支援を行なうのか。附属幼稚園で

の保育経験がどのようにいかされているのか。年度による違いがあるのか。

○ 小学校１年生のフリートークにおける教師の役割として、どのようなことを大切にするとよいか。

２．方法

２－１ 対象クラスと観察の方法

志賀教諭が担任する小学１年生のクラス（男児16名、女児19名、計35名）の朝の会を中島が観察し、文字

記録とデジタルカメラによる写真・映像での記録を行なった（計31回）。前年度は観察開始が５月下旬から

と遅かったため、４月の入学式の翌週から行なうようにした。映像記録をもとに、子どもや教師の発言を文
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字記録にもまとめた。記録をもとに、志賀教諭・中島で討議の機会も設けた。高田教諭・福田教諭が担任す

る附属幼稚園５歳児クラスとの交流場面を中島が観察し、プロジェクトメンバーで討議する機会も設けた。

２－２ 他大学の附属学校園の参観

朝の会を大切にしてきた歴史があり、幼小一貫教育にも取り組む奈良女子大学附属小学校学習研究発表会

に前年度は志賀教諭・中島で参加したが、今年度は福田教諭も一緒に参加した。中島は同期間に開催された

附属幼稚園の公開保育と協議会にも参加した。その内容についての討議も行なった。

２－３ 一年間の実践を振り返っての討議

年度末には、記録をもとにメンバー全員で一年間の実践について振り返り、討議を行なった。

３．結果と考察

３－１ 一年間の流れ

前年度と今年度では子どもたちの実態にかなりの違いがあったため、志賀教諭の支援にも一年間の流れ

にも違いがあった（表１参照）。また、志賀教諭は朝の会での子どもの発言を前年度はノートに記録したが、

今年度は一日iPad１ページに記録して検索・確認が容易となるようにした。

以下、観察記録と討議における志賀教諭の話をもとに一年間の実践をまとめる。事例についての記述の中

では志賀教諭をＳと表記し、子どももアルファベットで表記する（男児：Ａ男～Ｐ男、女児：ａ子～ｓ子）。

表１ 一年間の流れ

３－２ 【Ⅰ期】健康観察時に一つの話題について全員が話す（４～６月）

前年度と同様、Ｓは入学当初の子どもたちは「従来のフリートークをする段階にはない」と考え、「子ど

も同士が互いに知り合い、仲良くなれるように」「全員が話したいことがあり、話せる場を作れるように」

と願い、健康観察時に話題を決めて全員が話すことができるようにした。具体的には以下のように進めた。

○その日の話題を確認する。

○Ｓから名前を呼ばれ、「はい、元気です」等答え、その日の話題についても話をする。

○最後にＳ、「トラチャン」（手を入れて動かせるトラの人形）も答え、話をする。

Ｓは前年度と同様に、入学式の日に「トラチャン」を紹介し、「失敗してもいいんだよ」「トラブルを

チャンスにしていこう」と伝え、Ｓの机の後ろに置いていた。そして、朝の会の最後には子どもが「トラ

チャン」を手にして、自分が「トラチャン」になって話すことも楽しんでいた（表２【事例１】下線部⑥）。

この活動は入学式直後から始めた。Ｓはクラス全員で学習する場での話し方、聞き方を子どもたちが考え

ることができるように、よく聞こえる話し方、話の終わり方、「何個まで」話すか等を子どもの声に応えな

がら確認したり（表２【事例１】下線部①②③）、よく聞いている子どもを「聞き名人」、よく聞こえるよ

うに話そうとする子どもを「自分でいいこと考えてる」と認めたりしていた（表２【事例１】下線部④⑤）。

すると、話したい気持ちの強い子どもは始めに「何個までか」を確認するようになった（表２【事例２】

【事例３】下線部①）。附属幼稚園から入学した子どもたちは、以前から親しい友達が多いこともあり、当

初から緊張せずに話したり、幼稚園での体験を挙げて話すことが多かった（表２【事例２】下線部②）。前

年度は国語で「わけをいおう」を学習した６月頃にＳが「わけ」を聞くことを始めていたが、今年度は４月

下旬に「わけ」を言う子どもが現れた（表２【事例３】下線部②）。Ｓは今年度の子どもたちは「話すのは

上手」だが、他者の話を聞くことや気持ちの調整は難しく、「他者意識が弱い」ためだと理解していた。
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日直が朝の会の司会を始めるようになってからは、前年度と同様に日直２名が話し合って話題を決める

ようにした。子どもたちは話題によっては話をよく聞くこともあり、「すきな人」が話題の時は一人一人が

誰を挙げるかをよく聞いていた。中には「35人」「みんな大好きだから」という子どももいた（表３【事例

４】下線部①）。特にＳが話す時はよく聞いており（下線部②）、自分の名前が呼ばれると笑顔になったり

安心した表情になったりし、Ｓが最後に「みんな大好き」「仲間だから」「困った時は助け合うし、うれし

い時は一緒に喜ぶし」「これからもよろしくお願いしますね」と話した時は、「はい！」と答えていた（下

線部③）。このように、Ｓは前年度と同様に、入学当初から「みんな」「仲間」という言葉をよく口にして

いた。

朝から困ったことが起きて泣き出したＰ男が日直だった機会をとらえ、Ｓが「相談してごらんよ」と話題

にするよう支援したこともあった（表３【事例５】）。話を聞いてなかったり、「生活（の授業）でやれば

いい」と言う子どももいたが、Ｓは「当番が決めるんだから」と伝え（下線部②）、Ｐ男の話を聞くように

促し、Ｐ男に話し方を伝えたり、Ｐ男や事情を知る子どもに問いかけて言葉を引き出したり（下線部①）、

発言を板書に整理したりして（下線部③）Ｐ男の「悩み」を全員が理解できるようにした。この話題は、日

表２ 健康観察時に一つの話題について全員が話す（日直が話題を決める前の頃）
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頃は自信をもって発言することが少ない子どもが、「いろんな考え」を話す機会にもなり（下線部④）、Ｓ

は最後に「相談もできる」「こんなに考えが出るのはすごい」と子どもたちに伝えていた（下線部⑤）。

３－３【Ⅱ期】クイズトーク（１）（７月）

前年度と同様に、７月には国語の学習とも関連させて「クイズトーク」を行なった。この活動は「１、２

年には、話し合い活動だけに集中することは困難」であるために桂（2006）が考案した「具体物を使ったり

クイズの要素を取り入れたりする」「フリートークの低学年版」である５）。以下のように進められた。

○「宝物」を持って来た子どもが考えてきた３つのヒントを出す。

いずれも「質問タイム」（１分）をとり、その中で他児が質問しながら「宝物」は何かをあげる。

○「宝物」を持って来た子どもがその宝物（または写真）を見せながら紹介し、その理由も話す。

友達の質問にも答える。

前年度と同様に、子どもたちは「自分の宝物について話したい」「友達の宝物が何か知りたい」という思

いから積極的に発言し、附属幼稚園で製作物等を見せながら自分の思いを伝えることを楽しむ経験をした子

どもたちにとっては、発達や学びの連続性のある活動にもなっていた。Ｓは前年度と同様に子どもたちに話

表３ 健康観察時に一つの話題について全員が話す（日直が話題を決めていた頃）
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し方を確認するだけでなく（表４【事例６】下線部①）、今年度は「宝物」を紹介する際に全員によく見え

るように、モニターに映すようにした（下線部②）。絵本が「宝物」だった時には、話題提供をした子ども

が絵本を読み、モニターで見ながら全員で楽しむ機会も作った（下線部③）。

この頃になると、Ｓは朝の会を含めた学校生活全体の中での姿をもとに、子どもたちのことを「１・２・

３月生まれが多い」こともあり、まだ「幼い」のだと理解するようになっていた。

３－４ 【Ⅲ期】８月下旬～９月中旬

前年度は従来の形での「フリートーク」を夏休み明けの８月下旬に開始したが、Ｓは「他者意識が弱い」

子どもたちに対して「お互いをもっと知り、いろんな思いの人がいることを知ってほしい」という願いを

もっていたため、今年度は健康観察で「自分が話したいことを話す」経験をさらに重ねる時間を設けた。

３－５ 【Ⅳ期】フリートーク（９月下旬～２月上旬）

９月下旬に開始した従来の形での「フリートーク」は、以下のように進められた。

○話題提供児が自分の考えた話題を話し、自分の考えも話す（ホワイトボードにも書き、黒板に掲示する）。

○他児が話題について自分の考えを話す（５分）。

○話題提供児が話を聞いて思ったこと等を話す。

○他児も自分の思ったこと等を話す：「振り返り」（５分）。

Ｓは前年度と同様に、最初は自分が話題提供者となり、「ＡとＢどちらがすきですか」という子どもが答

えやすい話題（表８参照）でフリートークを実施してモデルを示し、進め方について理解できるようにした。

今年度の子どもたちは、自分は好きでよく知っているが、多くの子どもは知らないことについて、「何が

すきか」「どちらがすきか」を問うことが多かった(表８参照)。このことからも、「他者意識が弱い」こと

がうかがえた。【事例７】（表５）でも、虫好きのＧ男の話題は「コウチュウとコンチュウどっちがすきで

すか」であった。Ｇ男はホワイトボードに「コウチュウ」と「コンチュウ」の例を絵でも描いていたが、虫

に詳しくない子どもにとってはわかりづらい話題であった。この頃には「質問」がある時には尋ねてよいこ

とになっていたため（下線部①）、何度も質問が出て、Ｇ男はそのたびに説明をしていた（下線部②③）。

この日の振り返りでは、「わからない人もいるから、（ホワイトボードに）絵を描くのがいいなと思いま

した」という、他者の側に立った意見も出た（下線部④）。Ｓは最後になぜ質問が多かったのかを子どもた

ちに問いかけ、質問することで理解が深まることを確認し（下線部⑤）、質問に丁寧に答えるＧ男の話し方

を具体的に挙げながら「今日一番素敵だなと思った」「お話名人」と言って認めていた（下線部⑥）。この

ように、Ｓはその時々の子どもの姿を捉え、友達に伝わる話し方、聞き方について確認することを少しずつ

表４ クイズトーク（１）【事例６】７月８日（月） （e子：絵本）
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増やしていき、子どもたちも次第にその話を聞くようになっていった（下線部⑦）。

Ｓはその後、生き物が好きな子どもが多いというクラスの実態をふまえて生活科の単元を構想し、子ども

たちと動物園や動物愛護センターに行ったり、獣医学部の先生の話を聞く機会を作り、11月上旬からは雌

雄のモルモットの飼育を始めた。どんな動物を飼育するか、名前は何にするか、世話の仕方はどうするか

等、全員で話し合いを重ねる中で、友達の考えを聞こうとする姿も増えていった。また、「モルすけ」「ゆ

きな」と名付けたモルモットにとって自分たちがどうすることが一番よいのかを話し合う中で、相手のこと

を考える発言も少しずつ増えていった。健康観察で自分が伝えたいことも話せる時には、「前に～って言っ

たでしょ」と話して「うん」と応える（10月30日）、自分の体験を話して「～な人はいますか？」と同様の

体験をした人がいるか尋ねる（11月６日）というやりとりも生まれ、その話し方が他児にも広まっていった。

子どもたちは健康観察の時に「今日の生活（科）が楽しみ」と言うことは多かったが、「フリートークが

楽しみ」と言うのは、自分が話題提供をする時が多かった。しかし、【事例８】（表６）の日は、多くの子

どもが「ｃ子ちゃんのフリートークが楽しみ」と発言していた。話題提供をするｃ子が前日から「二ねんせ

いになったら�どんな�二ねんせいになりたいですか」とホワイトボードに書いて掲示していたためだけでな

く、１年生の学校生活もあと少しという気持ちになってきたこの時期、多くの子どもにとって「話したい」

と思う話題であったためだと考えられた。

この日の子どもたちの話を聞き、Ｓは子どもたちの中にある思いを「理想があるんだな」と表現し（下線

部③）、一人一人の子どもの発言を具体的に挙げながら、それまで理解してきたことをもとにその子ども

表５ フリートーク 【事例７】 10月16日「コンチュウとコウチュウどっちがすきですか」（Ｇ男）
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の思いを代弁していた（下線部④）。特にｄ子のこと（下線部①）はＳ自身も以前から気になっていたため、

「助けられそうな人」と問いかけていた（下線部⑤）。子どもたちもｄ子の話は静かに聞いており(下線部

②)、自分なりの考えを発言する子どもがいた（下線部⑥）。Ｓはその発言を聞いて、ｄ子の思いも確認し

ながら「そういうことも、相談する。よかったね」と伝えていた（下線部⑦）。

３－６ 【Ⅴ期】クイズトーク（２）（２月中旬～下旬）

前年度のフリートークは年度末まで続けたが、今年度は全員が話題提供を２回体験した後、２月中旬から

は７月とは違う「クイズトーク」を行なった。子どもたちに変化を与えるために、新たな活動を取り入れて

みたいとＳが考えたためである。このクイズトークも「３つのヒントをもとに答えをあてる」というこの時

期の国語の学習を発展させたものであり、学習したことを朝の会に取り入れ、ペアで考えを出し合って楽し

むことを繰り返しながら、「全体の場で引き上げる」ことをしたいという願いもあった。Ｓは「質問数を限

る」「答えを途中で言わない」という方法も加え、具体的には以下のように進めていった。

○話題提供児がヒントを３つ出す。各ヒントに３名までが質問をする（「○○ですか？」と答えは聞かない）。

○他児が答えをあてる。

このクイズトークでも、「正解したい」という思い、話を聞いて考え合う面白さから、活発な話し合いが

続いた。クイズを２名で考えたこともあり、他児にとっても興味をもって考えたり、答えたりできる内容

表６ フリートーク 【事例８】12月４日「二ねんせいになったら どんな二ねんせいになりたいですか」（ｃ子）
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が多くなった。【事例９】（表７）は、「フリートーク交流」で２年生が担任の先生と参観し、福田教諭も

参観した日のクイズトークである。子どもたちは話を聞きながら自分たちも口々に話してしまうことは変わ

らないが、ヒントや他児の発言を聞いていないと「正解」がわからないこともあり、この頃には「静かにし

て」等、互いに注意し合って聞きながら考える姿もよく見られるようになった（表７【事例９】下線部①）。

また、最後に２年生や２年生の担任の先生が感想を話してくれた時には、じっと話を聞いていた(下線部④)。

Ｓは話の進め方を確認する（下線部②）だけでなく、どのような質問をするとよいのかを問いかけたり、確

認したりする（下線部③）という支援をしていた。

３－７ 幼小交流活動と奈良女子大学附属小学校の参観

幼小交流活動も重ね、５歳児クラスも生き物が好きな子どもが多かったため、幼小中一貫教育実践研究発

表会では、モルモットを大切に育てるために学習してきたことを５歳児に伝える交流活動を行なった６）。

２月には志賀教諭・福田教諭・中島で奈良女子大学附属小学校学習研究発表会に参加し、朝の会とその

後の学習を参観した。中島は同期間に開催された附属幼稚園研究発表会にも参加し、幼小一貫(初等)教育の

「初等中期（５歳児・１年・２年）では「生活や活動の振り返りと見通しの形成」を重視していること、異

年齢交流を行なう中で小学１・２年生の朝の会を５歳児が参観する機会もあること、そこで学んだことを幼

稚園の朝の会や帰りのお知らせにもいかしていることを確認した。これらの内容についての討議も行なった。

志賀教諭と福田教諭は互いの実践についての情報交換を重ね、福田教諭は５歳児クラスでモルモットの飼

育の話をよくしていた。すると、５歳児の中から自分たちで飼育動物の餌や４歳児への飼育当番の引継につ

いて話し合ったことを文字化して実行するという活動も生まれた。帰りの集まりで一日を振り返る話し合い

も、クラス全員で考えたいことも取り上げながら（例：遊戯室の大型積木をきれいに片づけるにはどうすれ

表７ クイズトーク（２）【事例９】2月27日（木）クイズトーク （ｍ子・Ｌ男：クイズの答え「チョーク」）
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ばよいか）、これまで以上に大切にしていった。【事例９】（表７）のクイズトークを参観した福田教諭の

提案で、朝の会を５歳児が参観することも計画したが、休校となったために実現することができなかった。

３－８ フリートークの内容

前年度は松岡（2012）１）を参考に、フリートークの内容分類をしたが７）、前年度にフリートークをした

時期は８月下旬から３月まで（話題提供を約半数が３回、約半数が２回担当）、今年後は９月下旬から２月

上旬まで（話題提供を全員が２回担当）という違いがあった。そのため、前年度分については全員が２回担

当したところまでの内容を取り上げ、今年度分とともに表８にまとめた。志賀教諭・中島がそれぞれ分類す

ると、一致率は前年度は96.4％、今年度は92.6％であった。不一致部分は二人で協議をして分類をした。

前年度も今年度も最も多いのはタイプ「ア」の話題であった（前述の事例であれば、【事例７】）。しか

し、前年度はＳの話題提供にならって当初は「ＡとＢどちらがすきですか？」という話題が多く、次第に

「すきな○が何ですか？」「何の○がすきですか？」という話題が増えたが、今年度はそのような傾向はな

かった。タイプ「イ」の話題（前述の事例であれば【事例８】）も前年度は次第に増えていったが、今年度

はその傾向はなかった。今年度は昨年度よりも「エ その他」の話題に分類した話題が多かったが、１回

目・２回目ともその中にはモルモットについての話題が含まれていた（11月21日「モルモットのいちばんか

わいいところはどこですか」、１月29日「モルすけとゆきなのいいところはどこですか」）。

前年度も今年度も、タイプ「ウ」の話題がなかった点は共通していた。今年度は健康観察の時にＳの支援

によって、タイプ「ウ」の話題が挙げられたことはあったが（前述の【事例５】）、やはり１年生でこの話

題が挙がるには、事前に教師が支援することが必要であろう。

表８ フリートークの内容

３－９ 一年間の記録をもとにした討議

３月には、プロジェクトメンバー全員で一年間の記録をもとにした討議を行なった。中島が一年間の流れ

を説明しながら【事例１】（表２）、【事例７】（表５）、福田教諭も参観した【事例９】（表７）の映像

記録を一緒に見た上で討議を行なった。討議の概要は以下の通りである。

（１）一年間の記録から、「聞いてほしい」から「聞きたい」に変わっていく小学１年生の育ちがわかる。

「すきな○○」は幼稚園児がよく口にする話題であり、小学１年生らしい話題だと言える。このように、子

どもにとって「身近」で「必然性」のある話し合いの場を設け、話し合いを支える教師の役割が大切である。

（２）年間を通して、朝の会の時間を活用して全員が「自分が話したいことを話す」場をつくったことは、

子ども一人一人の「話したい」という欲求を満たして話し方を育てる上でも、安心して学校生活を送ったり、

互いを知り合い助け合う学級づくりをする上でも大切な教師の役割である。特に「聞いてほしい」という気

持ちの強い小学１年生の教師の役割としては大切であり、幼稚園における教師の役割との共通点が多い。

（３）健康観察の中で「フリートークが楽しみ」という発言が増えたことには、入学当初は弱かった子ども

たちの「他者意識」の育ちが表れており、このように育った１年生を２年生以降でどのように育てていくの

かが課題となる。話題についても、話し合いの方法についても、子どもの発達に応じた内容を考える必要が

ある。以前から指摘されている「発達段階や学年に応じたフリートークの持ち方、意味づけ」８）について
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全学年で考える必要がある。

上記の討議を行なった後、本プロジェクトの成果もふまえて福田教諭が中心となって作成した附属幼稚園

の幼小接続期カリキュラム案についての検討も行なった。

おわりに

これまで述べてきたように、今年度の入学当初の子どもたちの実態は、前年度とはかなりの違いがあった。

そのため、朝の会における子どもの実態についての志賀教諭の理解、子どもへの願いや具体的な支援、その

結果としてのフリートークの一年間の流れにも違いが見られた。しかし、志賀教諭が学校生活全体を通して

一人一人の子どもの実態を理解することをまず大切にし、国語を中心とした学習経験もふまえて教師とし

ての願いをもち、具体的な支援の方向性を考えるというプロセスは前年度と同じであった。また、教師の側

からではなく、子どもの側から考えた必要感を大切にし、子どもが困り感をもっていたり、変化が見られた

機会を捉えて支援をしていくこと、子どもの興味・関心をふまえて生活科の単元を構想して子どもたちと一

緒に取り組む中で子どもたちに変化が見られるようになったことも、前年度と同じであった。このような支

援を行なうことは、幼稚園教諭が入園当初の子ども一人一人について生活全体の中で理解することから始め、

子どもたちに合わせて保育のねらいや環境構成・援助を考え実践していくことと共通点が多く、幼小接続の

視点から考えても、小学１年生の教師の役割として重要であると考える。また、このような支援は附属幼稚

園での保育経験をいかすことで生まれた支援でもあり、志賀教諭自身も今年度もそのことに言及していた。

今年度は小学校での勤務経験のある幼稚園教諭がメンバーに加わったことで、前年度にはない視点からの

実践や提案も生まれた。今後は幼稚園５歳児が小学１年生の朝の会を参観する機会も作り、その成果を検討

しながら、幼小接続期のカリキュラムとしても位置付けられるようにしていきたい。
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